
実施期日 場所 参加人員等

１

令和5年11月9日(木)
～15日(水)

県内一円

２

年間

３

令和6年3月26日（火）
青森市
ホテル青森

約200名

４

令和5年7月11日（火）
青森市
ホテル青森

82名

令和5年9月14日（木） 日本消防会館

５
令和5年6月14日（水）
令和5年9月29日（金）

令和5年10月19日（木）
令和5年12月8日（金）

8地区消防協会

６
令和5年8月29日（火）

令和5年12月26日（火）
令和6年3月27日（水）

令和6年3月15日（金）

県内一円
通常号18,000枚(×3)
特別号900枚

７

令和6年2月8日（木）
令和6年3月18日（月）

3地区消防協会

８

９

令和5年7月20日（木）
令和5年8月4日（金）

東京都
消防大学校

3名

令和５年度公益財団法人青森県消防協会事業報告書

１　防火思想の普及、消防団員の士気の高揚及び消防技術の維持・向上等に資する事業（公益目的事業）

事業名・事業内容

防火チラシ配布事業
　
当協会作成の防火チラシ493,250枚を、消防団を通じ
て各家庭、事業所へ配布し、防火思想の普及を図っ
た。

情報公開事業

県民に防火思想の普及を図るため、ホームページを更
新、公開した。

消防団・消防団員表彰事業

表彰旗2機関、優良消防団、分団（部）並びに現場功
労20機関、有功章5名、功労章並びに現場功労章254
名、勤功章221名、勤続章2,200名の計22機関、2,680
名を表彰し、消防団員の士気の高揚を図った。

慰霊祭事業

殉職した消防職員9柱、消防団員60柱、計69柱の慰霊
祭を消防関係者参列のもと挙行し、その遺徳を偲ん
だ。

消防新聞発行事業

消防団の活動状況などを紹介する「消防青森」（通常
号(A4２つ折り)３回、特別号(A1)１回）を発行し、消防団
員の士気高揚及び団結強化を図った。特別号は消防
屯所等に掲示することで消防団活動の㏚に活用した。

消防団研修会奨励事業

各地区消防協会が行う教育、訓練等の経費に対し、1
地区消防協会につき10万円を上限とし、助成金を交付
した。

消防団長等幹部海外消防事情調査事業

今年度は対象事業が中止されたため実施せず。

消防大学校消防団長科入校奨励事業

消防団の上級幹部（団長、副団長）が必要な知識と技
術を習得するとともに、地域のリーダーとして資質の向
上を図るために、消防大学校入校経費に対し20,000
円を助成金として交付した。

日本消防協会が主催する全国消防殉職者慰霊祭に
本県から遺族3名が参列した。

地区消防協会運営助成事業

各地区消防協会の総会、役員会、表彰式等の経費に
対し、1地区消防協会につき37万円を上限とし、助成
金を交付した。
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実施期日 場所 参加人員等
10

令和5年9月27日（水）

五所川原市
五所川原市民
学習情報セン
ター

58名

11

令和5年10月21日（土）
東京都江東区
東京臨海広域
防災公園

選手団7名

12

令和5年10月22日（日）
令和5年11月25日（土）
令和5年11月26日（日）
令和6年3月22日（金）

県内一円

のぼり旗　533
ｸｯｷﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ　320
防災ｸﾞｯｽﾞｾｯﾄ　3,450
保存ﾊﾞｯｸﾞ　110

13

令和5年12月28日（木）
令和5年12月29日（金）

8地区消防協会

14

令和5年11月16日（木） 石川県金沢市 25名

女性消防団員研修会事業

県内女性消防団員を対象として宮城県大和町消防団
蜂谷氏と弘前市消防団 外崎氏の活動事例発表、五
所川原市総務部防災管理課職員によるHUGを実施
し、女性消防団員の資質の向上を図った。

事業名・事業内容

全国消防操法大会出場助成事業

東京都江東区 東京臨海広域防災公園で開催された
第25回全国女性消防操法大会に出場した弘前市消防
団に対し、全国大会出場に係る助成金として150万円
を交付した。

全国女性消防団員活性化大会参加助成事業

第28回全国女性消防団員活性化石川大会に参加した
女性消防団員25名に対し、大会参加に係る昼食代等
に1名あたり8,000円を上限に助成金を交付し、資質の
向上及び士気の高揚を図った。

体力鍛錬機器等の購入補助事業

各地区消防協会の体力鍛錬機器等購入にかかる費用
に対し、総額1,412,720円を助成金として交付した。

消防団員加入促進事業

加入促進メッセージ入りのぼり旗、クッキングペー
パー、防災グッズセット及び保存バッグを作成し、各消
防団を通じ各家庭、事業所に配布し、新規消防団員の
加入促進を図った。
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2  消防団員のための各種見舞金給付事業（その他の事業1）

見舞金を次のとおり給付した。

弔慰金 ２６件　　　２，６００，０００円

入院見舞金 ３２件　　　　　２０８，５００円 傷痍 　６件　　　　４０，５００円

疾病 ２６件　　　１６８，０００円

罹災見舞金 １１件　　　２，５００，０００円 住家全半焼（壊） 　１件　　　１００，０００円

住家部分焼（壊） 　５件　　　２５０，０００円

非住家全焼（壊） 　５件　　　１５０，０００円

非住家半焼（壊） 　０件　　　　６０，０００円

非住家部分焼 　０件　　　　６０，０００円

その他 　０件　　　　６０，０００円

結婚祝金 　７５件　　　１，５００，０００円

出産祝金 １８６件　　　１，８６０，０００円

特例見舞金 　６３件　　　　　６３０，０００円 （新型コロナウイルス感染症関連給付）

　　　　　計 ３９３件　　　７，２９８，５００円

3  市町村消防団長・事務担当者合同研修事業（その他の事業2）　

実施期日 場所 参加人員等

１

令和6年2月1日(木)
青森市
ホテル青森

90名

 市町村消防団長・事務担当者合同研修事業

消防団長及び事務担当者を対象に、弘前医療福祉大
学短期大学部教授 立岡伸章氏を講師として研修会
を実施し、消防団運営に関する資質の向上を図った。

事業名・事業内容

事業内容 内訳
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